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玉楕象谷展
さぬきしつげいたまかじそうこく

讃岐漆芸は､江戸時代後期にあらわれた高松藩の漆工玉稽象谷(1806-1869)に始
まきえ

まります｡当時､江戸や京都では蒔絵が主流でしたが､最高度に発達した技術によっ
ようそうてい

て技巧主義におちいり､マンネリズムの様相を呈していました｡象谷はあえて蒔絵に
ついしゅついこくはくらい

よらず､京都の東本願寺や大徳寺に伝来していた堆朱､堆男など中国から舶来された
からものらんたいしっき

唐物漆器､あるいは茶人の愛用した『キンマ手』とよばれる南方渡来の藍胎漆器に着
もつくちょうしついろうるし

目し､これらを摸して地方色豊かな漆器を創り出しました｡彫漆は､彩漆を塗り重ね
きんまきんまけんJ'

て文様を彫り出す技法｡蒔笹は､濁醤剣で文様を彫り､その彫り口に彩漆を埋め､頑
ぞんせいi)んかくらん

ぎ出す技法｡存活は､彩漆で文様を描き､輪郭や細部を線彫りする技法です｡また藍
たいあかごうるしぬりさぬきほりさぬきぬり

胎は､竹ヒゴで編んだ寵に漆塗をしたものです｡藩主はこれらを『讃岐彫』､ 『讃岐塗』
みょうじたいとう

として奨励し､象谷に玉椿の苗字を与え､帯刀を許したのです｡
せつどうそうこく

象谷の死後､その子雪堂があとを継ぎましたが､孫の三代蔵谷が明治末年に没する
ふじかわこくさいぶんきどう

と､直系は絶えました｡一方､象谷の弟藤川黒斎(文椅堂)は､存活､務皆の製法を

もとに実用漆器の産業化をはかったのです｡本展では､讃岐漆芸の祖と称される玉椿

象谷の本格的な展覧会で､国の重
い-)かく

安美術品に指定されている｢一角
わんいんろう　　　　　さ　ぬきぼりついこく　まつがうらこうごう

御印寵｣､ ｢狭貫彫堆黒松ヶ浦香合
わすれがいこうごう　　　　　ついしゅ　おんつづAEfこ　　　　さい

(忘貝香合)｣､ ｢堆朱御鼓箱｣､ ｢彩
しききんまおんりょうしすずりばこ

色蕗醤御料紙硯匝｣など象谷の代
ごようとめ

表作を中心に､ ｢御用留｣などの参

考資料や関連する作家の作品も含

め､約80点を展示いたします｡

重要美術品4′堆朱御報箱;ク(1853)高松松平家歴史資料

賓彩色謁醤水指棚》 (1853)高松市美術館蔵

記念講演会
●｢讃岐漆芸と玉楢泉谷｣

住告晃一郡(当館美術課長補佐)

2月29日(日)午後2時～3時30分/1階講堂

入場無料､定員先着1 50名

ギャラリートーク(観覧券が必要)

●当館学芸員による展示作品の解説

3月6日(土)午後2時より2階企画展示室にて

●美術館ボランティアclVl (シウイ)による鑑賞ツアー

毎Ej曜日･祝日午前1 1時～/午後2時～ l日2回2階企画展示室にて

アートで遊ぼう! (鑑賞プログラム後期)

●日時2月28日(土)午前9時30分～1 1時

対象小字3-6年生

｢きみも泉谷さんになろうl｣

常設展のお知らせ
●第5期常設展1月17日(土)～3月28日(目)

展示室1 ｢記号とイメージ｣/展示室2｢特別展示讃岐彫｣

*特別展のチケットでご覧いただけます｡
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紺屋宗I町要l! 通通 憲高松市美術館｡｡ 

中央R1ー北ハイパス 公館瓦町駅 天満屋 

交通のご案内
J R四国-JR高松駅下車､南へ徒歩15分

ことでん-瓦町駅　片原町駅下車､徒歩10分
ハス路緑-(ショッピンク　レインボー循環ハス)紺屋町ハス停下車､徒歩3分
駐車場一美術館地下に公営駐車場(有料､乗用車144台収容)
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